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跡見学園女子大学文学部紀要　第 44 号　（2010 年 3 月 15 日）
提　要
　在台灣 ‚ 提到 50 年代 60 年代文學的時候 , 有＜縱的繼承＞和＜橫的移植＞的說法 °就此 ‚ 香港
的劉以鬯既體現了＜縱的繼承＞ , 又不啻爲＜橫的移植＞ , 他的存在爲新一代文學青年樹立了榜
樣 ‚ 成爲文學青年們景仰的長者 °
　這裡提及的新一代文學青年 , 其中亦有也斯 °比較劉以鬯與也斯 ‚ 前者身爲小說家其作品卻充滿
詩意；而也斯身爲詩人其作品卻一欲跳離常識意義上的詩 °也斯敏銳地觀察著劉以鬯的文學世界 ‚
著眼於其作爲詩性的小說家的獨特存在 ‚ 他發現了劉以鬯屬於另類詩人 ‚ 而也斯也因此而成爲解讀
其詩性的另類讀者 °也斯一邊從劉以鬯那裡吸收現代主義養分 ‚ 一邊結合 60 年代的“實事求是”精
神 ‚ 將香港作爲＜鄕土＞ ‚ 筆下傾注著感情 °
　已經步入中年的也斯 ‚ 在個人的身份上是如此 ‚ 於文學家身份上亦然：他似乎擁有某種長者的責






映画も一貫して触れることができていたうえに、劉以鬯（りゅういちょう、Liu Yichang、1918 - ）
のようにこれらを具現する文学の先達的存在があった。このことは次世代にとっては非常に意味
のあることである。本論では、劉以鬯と次世代代表の、詩人であり小説家でもある也斯（やし、
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下文学を翻訳した /僕はまじめな代用教員になろうとした /いつもいつも睡眠不足 /いった
い昼と夜の間をどうやって行き来したものやら /あるものを運んで夜明けの町はずれを通り
抜けた /僕は他人を /僕自身に翻訳した /唐代の詩人カリフォルニアの詩人を通じ /僕の感
覚を伝える手段を見つけようとした /片足跳びで橋を渡るような感覚を /僕は現実のサンド
イッチを食べる /自分はいったい何者なのか /歯の隙間にはさまって /取りきれないもの /
石蹴り /まりつき /Aラインのスカート /香港フラワー /Donna Donna/中国の大地 /関羽の
寺でルーツ探し /愛と平和 /男女同権 /中華を守れ /どっしり重い門扉 /疲れ果て超越逃避
を求めた /クールでホットなジャズ・バー /集団的で個人的、抑圧的で放縦、困惑気味で充

























































































見下ろせば金属の溶液の迸りが見える /銀色の光の点がころがり /銀白の光の脈を越える /
僕たちはどこにいるのだろう？/下は青色の海か /それとも空か？/遠くに見えるのは雪山
の頂か /それとも誰かの脳の中の末梢神経か？/光の点が /隠れ /また浮かび上がった /君
は今ある場所に向かっているのか？/それともある場所から離れつつあるのか？/僕はある
部屋に戻りたい /そこは古い詩集でいっぱいだ /戦火と離散を経て /裏表紙は破れ、塗りつ
ぶされている /またもや古本屋で見つけ /コピーして持ち帰ったあれらの古い資料 /音のか
すれたあれらのテープは /すでにないいくつかの声を記録していて /僕の手助けをしてくれ
る /新しい詩の歴史を書きなおす時に /否、そのような部屋は未だかつて存在したことはな
いのだ /雑多なものが積み重なり /資料を入れた段ボール箱は流浪している /異なる海岸線
を越え /書籍は散逸した /幾十年前の某詩人の漂泊する語句は /未だ書物として結集してい
ない /永遠に人々が境界線を定めた地図の外を流浪している /僕にできることはひとつの巨
大ビルなビルを想像し /あらゆる幽霊を棲息させること /僕は傷ついた手で /明と暗の中原
を撫でる /外に散在する線のかたまりを拾いあげて /手繰り寄せ /人々が懸命に守っている
境界線を取り壊す /少しの光が /凝集し /また消滅する /広大な青色の中で /魚の鱗のよう
な雲が /一片 /一片 /実際の地形をさらに広々とした地図に広げる /なぜならそれぞれの点
の上には /僕の気にかけてる人がいるから /境界線と旗印を越えて /一編の好きな詩に巡り
合う /それぞれの色の等高線の中で /僕らは語り始める /高山を越え /僕らは世界のもうひ
とつの痣を見る /人々は一枚の継ぎ当てのために口論しても /一本の髪の毛を納め入れる /
自分の版図に /魚の鱗のような雲は /散り散りになり /僕らの視界の外に離れて /四散する
心持ち /僕らの懐かしむ人と詩は /あちらこちらにたどり着く /僕らは心の中で絶え間なく
すでにある地図を書きかえ /それぞれの中心と周縁を移動させ /古い境界線を取り壊す /自
由に移動往来し /もともとなかった関連を作りあげる /広漠とした中でたまさか閃く /浮遊
するいささかの情報 /おぼろげな光の幕の下から /だんだんと陸地の姿が立ち現れてきた /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一九九四年（注 19）

































也斯は、「僕は傷ついた手で /明と暗の中原を撫でる /外に散在する線のかたまりを拾いあげて /
手繰り寄せ /人々が懸命に守っている境界線を取り壊す」とうたう。どうやら民族主義的な版図





















白先勇著 /周兆祥譯＜流浪的中國人－台灣小說的放逐主題＞《明報月刊》第一二一期 , 1976年 1月などで
も同様のことを述べている。なお、也斯の話では、台湾の作家王禎和は当時航空会社に勤めていて、仕事
で香港を訪れるたび、台湾で見られない映画などを見ていたという。
３：蔡益坏著《想象香港的方法  香港小  （1945-2000）  集》中国社会科学出版社，2005、176頁
４：林少陽「日本の『新感覚派』と香港の文学」『East Asia東亜』2009年 7月号、霞山会、107頁
５：劉以鬯＜劉以鬯談創作生活＞《劉以鬯硏究專集》所收 ,四川大學出版社 , 1987年 43頁 °林少陽「言語の
物質性を求めて―横光利一を通して見たある中国語小説の書記体：劉以鬯『飲んだくれ』を巡り」『言語
態』第 3号、言語態研究会、2002年６月に拠る。







10：梁秉鈞《梁秉鈞詩選》香港作家出版社 , 1995 , 72頁
11：『現代詩手帖』2006年 8月号、33頁
ATBKIYO44Y2池上_cs3.indd   24 10.3.2   9:56:43 AM
劉以鬯と也斯
25





14：也斯＜邊界＞《記憶的城市・虛構的城市》牛津大學出版社 , 1993 , 2000 , 207頁
15：香港在住の研究者李欧凡や也斯などは、香港の文化の特徴としてこの点をあげる。
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